
’~~' 

鬱

口
例
え
ば
消
毒
を
行
う
に
し
て
も
、
出
荷
す
る
に
し
て
も

、
個
人
個
人
が
別
々
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
は
決

く
行
き
ま
せ
ん
。

先
日
、
内
子
町
字
五
城
の

き
ま
し
た
。
こ
の
部
落
も
以

ヽ

つ

て

う

に
困
う
で
年
間
更たの‘-た

生方大
活向い

い学り事が
出

いにま‘来
っ入-..  -

-ヽ．“‘° 

建

設

班

二

期

現
在
大
人
か
ら
よ
く
耳
に
ナ

収
入
が
非
常
に
少
な
い
。
今
m

一
層
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
立

ど
う
し
て
冨
こ
ん
な
に
困
（

業
技
術
も
発
達
し
て
来
た
し
、

る
は
ず
だ
が
、

0

會

馨

魯

0

絵

と

村

の

農

業

状

態

は

、

事

昔

と

あ

古

よ

5

す。

ま
す
。
本
村
は
、
全
土
の
八
却

な
山
村
で
、
米
麦
を
中
心
と
I

な
L

が
本
当
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
ヽ
で
私
は
考
え
る
の
で
ナ
、
～

a八
割
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林
で
有
り
ま
す
の
で
、
林
業
げ

J

‘

又
適
"

ま
す
柿
、
栗
、
等
の
果
樹
栽
血
＋
力
を
入
れ
な
け

゜

ば
、
い
け
な
い
時
期
が
来
た
し
ぃ

特
に
現
在
畑
作
が
悪
い
の
で
、
特
に
山
畑
等
に
は
、
柿
覧
又

盃
樹
に
切
り
変
え
て
行
姜
た
い
と
思
い
ま
す
。
i

（
特
に
柿
）
は
、
弛
の
物
よ
り
非
常
に
共
同
性
が

た
3

、
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しれれさ股こ‘‘私°あのいは
いかにれ建の第ー達股る配る馬

一馬は村と合よ鹿
: ｛中期鹿少青思又うがれの←•卑建
←'年うは｀だゃ‘食とし股
建°晨°る食糧言い班
設本機今仕糧

いぱ毎悪れ二に真‘班村具か事のにば業ニ
な｀のる夕朝宣て期負似殷がにのらだ豊は｀は期
で一下°食五伝以生けの業昨も知の-富‘軽な生
に 後時も来とな出の年新識股と；c-祖、い^
住 学半飛‘しい米知かし‘業
み 習ぺん賢て意な識らいあは
ヽ．、ルで否人志ぃ｀設村る｀b
同 ＋をい両疵と百按置造い作の今んがれ野
し 時合た論し抱姓術さりは物営日‘少る
も 消図かいた負ををれを披の薬でおな
の 灯に‘る°をす身た目術性がは百く日
と起私い 抱るに°的が質虚、姓なの志
規床逹ろ いたっそと必‘だ→さい世｀
律‘は批 てとうけこす要肥出酉ん°で
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の
三

と
合
つ
て
来
た
、
こ
れ
が
に
拡
が
つ
て
、
村
全
体
の
人

の
気
持
が
ぴ
っ
た
り
と
揃
つ
て
―
つ
の
目
擦
に
向
つ
て
進

み
始
め
た
と
き
、
本
当
の
村
づ
く
り
が
で
き
て
来
る
の
だ

と
思
う
。


